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令和４年２月２４日   

事後アンケートの結果 

Ｑ１ 修学旅行全般について 

Ｑ２ 小樽観光について 

生徒たちは節度のある行動を 

心がけ、修学旅行を思いっきり 

楽しんでいました。 

 
 

１ 修学旅行に行ってきました！！！ 
                １月１２日（水）から１５日（土）まで北海道                   

へ修学旅行に行きました。昨年度は新型コロナウイ

ルス感染拡大のため実施できず、今年度は                   

３年生と４年生が合同でスキー研修旅行を行い                 

ました。感染状況や出発当日の悪天候による飛行

機の欠航等、心配になることがありましたが、無事に

実施することができました。 

  北海道では、２日間のスキー研修のほか、札幌や

小樽観光、買い物などを思いっきり楽しみました。

北海道の大自然の中、仲間と過ごした４日間はきっ

と一人一人の心に思い出として刻まれることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

  

●３年生の感想（福嶋央与さん［田主丸中出身］） 

  スキーは初めてだったのではじめは滑れるかとても不安でしたが、最後はたくさん滑れ

るようになりとても楽しかったです。また、スキーの他にも様々な場所を観光したり、北

海道の料理を堪能できてとても楽しく、あっという間の濃い４日間を過ごすことができま

した。コロナ禍での実施でしたが、無事に全員が帰ってくることができてよかったです。 

 

 

 

 

 

 

●４年生の感想（倉富心さん［吉井中出身］） 

  私は修学旅行にあまり期待はしていませんでした。理由はコロナ禍でいろいろな制限がありそう

だなと思ったからです。それと、ほかに嫌だったこともありました。それはスキーです。私は運動音

痴で福岡という暖かい地域で過ごし、雪の上を細い板で滑るなんて絶対に無理だと思っていまし

た。けれど、いざやってみるとすごく楽しく滑ることができました。怖さはなく、むしろスピードと冷た

い風を感じることがすごく楽しかったです。また、コロナの関係で外食できないことを少し残念に思

っていましたが、宿泊先では北海道ならではの料理を出してくださりとてもおいしかったです。最後

に今年の修学旅行は３年生と行くことになり、普段しゃべらない人とも仲良くなれました。修学旅行

に行けて本当によかったなと思います。 
 

 修学旅行の貴重な経験を糧に、新しいことにチャレンジする力に繋げてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 定時制の先生方より  
  今回は商業科の吉田勇先生です。皆さん自身の新たな発見や成長につながればと思います。 

   「じゃんけん」はみんながなじみのある遊びですね。でも、じゃんけん勝負で物事を決める時、

統計学的に言うと単純に「グー」が出る確率は３分の１ですが、人によってくせがあり、単純に３分

の１とは言えないところもおもしろい話です。相手は人なので心理学的な要因もあるでしょう。また、

その日の体調もあるでしょう。はたまた必ず「チョキ」を出すと決めている人もいるでしょう。 

   心理学的に言うと、人は警戒心を持つと「グー」を出すと言われています。つまり、緊張してリラッ

クスしていない時には「グー」、心を開いた状態の時は「パー」を出すそうです。 

   さらに、ある大学のゼミの学生に膨大なじゃんけんデータをとってもらうと、『グー＞パー＞チョキ』

の順になったそうです。 

これらのデータから人は、緊張した状態にあると「グー」を出しやすい。だから、「パー」を出すと

勝つと言われています。１つの手と手がおりなすただのじゃんけんですが、色々な角度から考える

とおもしろいものですね。 

３ 今後の主な行事（令和４年３月分） 

 ３月 １日（火）        卒業証書授与式 

３月 ７日（月）～ ９（水）  入学者選抜試験準備･学力検査･面接（自宅学習） 

３月１５日（火）        スクールカウンセラー来校日 

３月１６日（水）        一般入学者選抜試験合格者発表 

３月１７日（木）        いじめアンケート・大掃除・学校安全点検 

３月１８日（金）        修了式 

 


